
   

 
 
 

 

              

「将来どうしょう」と悩んでいませんか？  

※  進路選択についての例を紹介しますので参考にしてください。  

１．  進路選択の軸となる 3 つの要素  

①  興味のある業界や仕事  

興味のある業界の仕事を細分化して、どういうことをやってみたいか考える。 

また、その仕事に就くには進学が必要か考える。  

②  これから学んでみたいこと  

将来やりたいことは決まっていないけれど、勉強してみたいことがある場合

は、それを学習・研究できる学校に進学するか考える。  

③  将来どんな生活がしたいか  

具体的なライフプラン（○歳までに結婚し○歳に家を建てて･･･等）でなくて

も、「都会で働く」「自然豊かな田舎でゆっくり生活する」程度のイメージでも

かまいません。それを軸に、「札幌の企業に就職してバリバリ頑張って働く」

「地元の企業に就職してのんびり暮らす」といった方向性が見えてくる。  

２．  やってはいけない進路選択の方法  

①  自分で調べずに人の話だけで決める  

その情報が本当に正しいのか、自分に適しているか不明。  

自分のことは自分で調べて考える。  

②  「あまり興味はないが、役立ちそうだから」という理由で決める  

興味がないことを選択してしまうとモチベーションの維持が大変です。  

今、興味があることを軸にして考えるほうが、結果的に良い進路を見つけられ

ると思われます。  

③  学校や企業のネームバリューだけで決める  

入学・入社することが最終目標になってしまうケースが多い。  

「その先で何をしたいのか」を主軸にして、ネームバリューは補助的な要素。  
 

※  「もう時間がないから適当に決める」のではなく、何となくでもいいから「こ

ういうことをしたい（興味をもった）から」という考えで選択していくのが大

切です。  
 

皆さんの就職活動を応援します!! 

根室教育局、キャリアプランニングスーパーバイザー（進路  
相談員）の平山  明（ひらやま  あきら）と申します。  

この進路相談員だよりの発行はもとより、進路相談や進路講話、  
面接指導等を行います。  
皆さんのより良い進路が実現するよう、先生方と協力しながら  
頑張りますのでよろしくお願いいたします。  
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３．  進路別の特徴とメリット、デメリット  

 メリット  デメリット  

大学進学  ・進路（就職等）の幅が最大化  

・初任給や生涯賃金が高い傾向  

・授業以外でも見聞を広める機  

会が多い  

・４年分の学費が必要  

・入試の難易度が高い  

・自己管理ができないと時間の  

 浪費  

短大進学  ・教養・専攻科目を２年間でバ  

ランスよく学べる  

・大卒より２年早く社会に出ら  

れる  

・大卒に比べて就職先の選択肢  

 の幅が狭い  

・学科の選択肢が少ない  

・大学に比べて忙しい傾向  

専門学校進学  ・実務的能力が身につき、仕事  

の即戦力になれる  

・専門分野の求人が豊富に集ま  

 る  

・同じ目標を持つ仲間と切磋琢  

磨できる  

・就職先の選択肢が狭い  

・専門分野以外の知識を得る機  

 会が少ない  

・進路変更が難しい  

就職  ・10 代のうちから社会経験を  

積める  

・学費などの経済的負担がな  

 い  

・就活サポートを受けやすい  

 

・就職先の選択肢が少ない  

・初任給や生涯賃金が進学者  

 と比べて低い傾向  

・一度に一社しか応募できない

（11 月１日以降は２社まで  

 可能となるが）  

 

４．  高校生が１年生からやるべきこと  

①  制服で思い出を残す  

高校を卒業した後、着ることがなくなる制服。ある意味、今だけの特権です。  

②  自分探しをする  

自分が何に興味を持って、積極的になれるかを知るには、いろいろな世界に触

れて視野を広めることが肝心。少しでも興味のあることをやってみて、自分探

しを存分にする  

③  課外活動にチャレンジ  

勉強や部活以外にも、高校時代にしかできない課外活動はたくさんあります。

特に、「応募資格が高校生」のものに挑戦してみては。  

④  勉強習慣は早いうちに  

日ごろの勉強習慣を疎かにしていると、後で取り返しのつかないことになる

かもしれません。高１のころから復習する習慣をつける。  

⑤  進路研究は早めにする  

高校生活を楽しむのも大事だが、「その先の進路を考えるための時間」と捉え

て１年生のときから行動を起こすと、自分の選択肢が大きく広がる。  

 

＊いずれにしてもあなたの、なりたい自分を見つけ、人生の  

中でより良い意思決定をしながら最終的には生き生きと  
した人生につながるよう、自分なりに自分にあったライフ  

プラン（人生設計）を築き上げましょう。  

 


